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防災、レクリエーション、学習の拠点に
堀割川べり親水施設の整備内容決定

神奈川県では横浜市南
部を流れる主要河川の大
岡川（２級河川）への護岸
事業を進める中で、沿岸と
同川水系の支川の各所で
地域の歴史・文化・生活と
密接に結びついた拠点施
設の整備も行っています
が、磯子区内では２０１５年
度に支川である堀割川の
川ベりに親水施設を整備
（新設）することを決め、準備を進めています。２０１６年度には県の予算に９００万円の費用を計上して
現地調査などを進めてきたのに続き、担当する県横浜川崎治水事務所では先ごろ、どんな施設にして
いくのかの基本設計を決めました。それによると川や地域の特色を考慮し、「防災、レクリエーション、歴
史や環境の学習それぞれの拠点」の機能を持ったものに整備していく内容となっています。
親水施設の整備場所は、磯子１丁目にある堀割川右岸（ニトリ磯子店）側の土地で、八幡橋付近か

らＪＲ根岸線ガード下にかけて広がっている横浜市所有の川べりの空き地（約１５００平方メートル）。同
用地に設けられる設備については「防災用」として防災船着き場、緊急時の物資輸送の拠点となるも
の、「レクリエーション用」として船舶・ＳＵＰ（大きく浮力のあるサーフボードの上に立ちパドルで漕ぐ新
しいマリーンスポーツ。水面散歩が楽しめる）・カヌーな
ど河川を利用した娯楽の拠点となるもの、「歴史や環境
の学習用」としては、堀割川の階段護岸が歴史的な資産
であることを再認識させる施設、水に触れたりその環境
に親しんで学ぶことのできる拠点となるもの、が考えら
れています。また水上の交通路を整備して大岡川とこの
水系にあたる中村川とを回遊することも計画されてい
ます。こうした方向に沿って詳細な設計が行われ、来年
半ばごろには着工できる見通しで、完成は２０２０年春と
見込まれています。
大岡川水系ではこれまでに北仲町地区、黄金町駅周

辺地区、蒔田公園地区、日ノ出町地区に親水護岸として
整備された施設が設けられています。
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　かねてより、堀割川魅力づ

くり実行委員会が中心となって

親水施設整備の要望が出されて

おり、漸くイメージ図が出来ました 。今回の

完成イメージ図の施設内容等は、今後横浜

市や地域の方々との協議によって細部が変

更する事も有り、地域の特色を備えた施設

が整備されるためにも、地域の方々の意見

が反映されるよう進めてまいります。

絹 世 の

洋光台第四小学校は、洋光台地区の中で一番最後に創ら

れた小学校で、洋光台四・五・六丁目と峰町の子供達が通学

しています。　昭和４９（１９７４）年４月１日に第二小学校から独立開校しました。

開校から３、４年間は校庭や体育館などの設備が整わず、雨の時は体育の授業ができなかったり、水泳の授業も

学校にプールが無かったため、水着姿で学校近くの洋光台南公園内にあるプールまで先生が引率するなど苦労し

ました。

第四小学校は歴史が浅いことから、学校関係者とＰＴＡ、地域の人達に「子供たちが誇れる学校を創っていこう」

との思いが強く、磯子公会堂で影絵会を開催したり、お餅つきや模擬店の実施、楽器の演奏会、学習発表会などさ

まざまな催しを企画運営してきました。

開校当初に発足した「父母と先生の会」は特に活動が活発で、校章の制定や運動会の企画運営、廃品回収、ス

クールゾーン対策と幅広く、子供たちを交通事故から守る活動では昭和５１（１９７６）年に横浜市と磯子区から「交

通安全優良団体」として表彰されました。現在は「交通安全母と父の会」として独自の活動を行っています。

同校の卒業生には、元お笑いタレント「ドロンズ」の大島直也さんがいます。

参考：元ＰＴＡ役員の話、創立５周年記念誌
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●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン

●自民党かながわ政治大学12期生
●平成27年4月　県議会議員2期目当選
●県民・スポーツ常任委員会委員長
●社会福祉審議会委員

　4月11日（火）、自
民党神奈川県連女性
議員局で横浜市にお
ける児童虐待防止対
策や子育て支援策に
関して横浜市南区の
「横浜市中央児童相
談所」や「南区役所」
「地域子育て支援拠
点　はぐはぐの樹」、
女性支援策に関して
「フォーラム南太田め
ぐカフェ」の視察を行
いました。
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磯子磯子磯子磯子あれ？
これ？
洋光台第四小学校は、洋光台地区の中で一番最後に創ら

れた小学校で、洋光台四・五・六丁目と峰町の子供達が通学

しています。　昭和４９（１９７４）年４月１日に第二小学校から独立開校しました。

開校から３、４年間は校庭や体育館などの設備が整わず、雨の時は体育の授業ができなかったり、水泳の授業も

学校にプールが無かったため、水着姿で学校近くの洋光台南公園内にあるプールまで先生が引率するなど苦労し

ました。

第四小学校は歴史が浅いことから、学校関係者とＰＴＡ、地域の人達に「子供たちが誇れる学校を創っていこう」

との思いが強く、磯子公会堂で影絵会を開催したり、お餅つきや模擬店の実施、楽器の演奏会、学習発表会などさ

まざまな催しを企画運営してきました。

開校当初に発足した「父母と先生の会」は特に活動が活発で、校章の制定や運動会の企画運営、廃品回収、ス

クールゾーン対策と幅広く、子供たちを交通事故から守る活動では昭和５１（１９７６）年に横浜市と磯子区から「交

通安全優良団体」として表彰されました。現在は「交通安全母と父の会」として独自の活動を行っています。

同校の卒業生には、元お笑いタレント「ドロンズ」の大島直也さんがいます。

参考：元ＰＴＡ役員の話、創立５周年記念誌

洋 光 台 第 四小学校洋 光 台 第 四小学校洋 光 台 第 四小学校洋 光 台 第 四小学校


